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議長（萩原由一） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

９番 江田宏子 議員 

（「はい、議長。９番。」の声あり） 

（９番 江田宏子 議員 登壇） 

 

議長（萩原由一） 

なお、江田議員については、持ち込み資料の届出がありましたので、これを許可します。 

 

１．消防団員の負担軽減・優遇措置を 

９番 江田宏子 議員 

私は通告に基づき、４項目の質問をさせていただきます。 

まず１点目、消防団員の負担軽減や優遇措置をということで、村長にお伺いします。 

消防団は、火事や災害時など、地域にとって、非常に重要な役割を果たしていただいている組織で

あり、本業を持ちながら、昼夜を問わず出動していただいている消防団幹部や団員の皆さんには、心

から敬意と感謝を申し上げます。 

 さて、少子高齢化・人口減少の中、消防団の団員確保に苦慮している集落も多いことと思います。

中には、消防団への入団が嫌で、村外に住むという方もいると聞きます。消防団がネックでの村外へ

の転出や活動に対する負担や不満により、団員が確保できず組織が弱体化すれば、本末転倒です。  

 一昔前とは、家族のあり方も、働き方も大きく変わってきています。そして、時代と共に、その活

動のあり方や大会・式典のあり方などを見直す動きが全国的にも広がってきています。 

人口減少対策として、また、地域の安心・安全を守っていただく消防団の体制強化のためにも、消

防団の負担軽減や優遇措置等の検討・改善は必須であり、急務だと感じます。 

そこで、質問ですが、これまでの負担軽減や優遇措置に関する検討内容、また、実際に取り組んだ

こと、今後、取り組もうとしていることなどを伺います。 

また、５年前の平成 29年６月と 12月の一般質問でも、負担軽減策について具体的な提案をさせて

いただきました。その内容がこちらです。 

１つ目として、鐘はたき改善。鐘はたきについては、上がること、当時は冬季も上がっていました

ので、鐘はたきをするのにとても危険ということもあったり、時間が限定されているということで、

時間の縛りもあったということもありました。 

それから、２つ目、ポンプ操法大会に関する負担軽減。これは皆さん感じられていることだと思い

ます。 

それから、３つ目、奥さんが妊娠中だったり、育児中、子どもが小さいうちの産休・育休制度を設

定してはどうか、という提案。 

それから、定年制、または、在職期間の上限を設定してはどうか。 

それから、大会の出場選手や家族へ優遇策を検討してはどうか。そのような提案をさせていただき

ました。 

これらの提案について改善されていることはあるでしょうか。その後の検討結果と改善状況をお伺

いします。 

 

議長（萩原由一） 

日䑓村長。 

（村長「日䑓正博」登壇） 

 

村長（日䑓正博） 
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それでは、江田議員の消防団員の負担軽減についてのご質問でありますが、その検討結果と改善等

の状況について、担当課長に答弁をさせます。 

 

議長（萩原由一） 

丸山総務課長。 

（総務課長「丸山寛人」登壇） 

 

総務課長（丸山寛人） 

消防団員の負担軽減及び優遇措置に関して、平成 29年度からの改善事項と、今後の取組についてお

答えします。 

まず、消防団活動の見直しについて、平成 29 年に各部から意見集約をして、幹部会で検討した結

果、消防団活動を的確、安全に遂行するためには、訓練自体を削減することは現実的ではないという

形となり、他の行事と組み合わせて同日にできるものは 1日に集中して開催することに変更をしてご

ざいます。また、休日等に実施していました操法の伝達講習会については、平日の夜間に変更して団

員の負担軽減を図ることとしました。 

鐘はたきについては、月１回、毎月１日を防火の日と定め、ふう太ネットによる啓発放送の他に鐘

はたきを行ってまいりましたが、平成 30 年度から、団員の安全を確保する観点から、冬期間、12 月

～３月の間ではございますが、鐘はたきをなくし、積載車による巡視パトロールに代えてございます。 

国においては、団員数が減少していることや、災害が多発・激甚化し、団員の負担が増加している

ことを踏まえ、団員数を確保することを目的とした消防団員の処遇改善に関する検討が行われ、昨年、

国から各自治体に消防団員の報酬等の基準を示し、本村においてもこれに従い、消防団員の年額報酬

と出動報酬を改めたところでございます。 

また、操法大会のあり方についても国で検討がされ、全国消防操法大会操法実技が今年度から見直

されました。村の操法大会もこれに基づき実施する予定となっております。操法大会の目的である迅

速、確実かつ安全に行動するための基本技術の習得を目的とし、より実践的な操法へ見直しが図られ

たところでございます。 

なお、木島平村消防団の定数等の組織の見直しについては、当時の検討で、災害が大規模化、激甚

化していることから、現体制を維持すべきとの結論に至り、現在に至っております。 

 少子化や人口減少により、今後ますます消防団員の確保は困難になると予想されますが、村民の皆

様にご理解いただき消防団活動へ参加をお願いするとともに、消防団員の負担軽減と火災や災害時に

迅速かつ安全に行動できるよう、訓練の継続について消防団でも検討を継続していただくよう、お願

いしてまいりたいと考えております。 

 

議長（萩原由一） 

 江田宏子 議員。 

 

再質問 

９番 江田宏子 議員 

それでは再質問させていただきます。 

最初の質問のところで、５年前の提案に対する検討結果を伺いました。それで、答弁がなかったも

のに関して、再度お伺いしたいと思います、が、実際そのことについて検討したか、検討されなかっ

たのか、それとも検討したが却下されたのか、当時の検討状況が判れば併せてお伺いしたいと思いま

す。 

３点目というか、妊娠中や、子供が小さい間の団員の産休育休制度についてはどうだったでしょう

か。 
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それから、優遇措置についてということですが、当時の村長答弁では、スキー場のリフト券や馬曲

温泉の入湯券など、消防団員やその家族について優遇措置をとる検討をしている、また、当時の総務

課長からも、信州消防団応援ショップの登録は村内１店舗なので、増やせるよう働きかけたいと答弁

がありました。数日前に、登録店の ウェブサイトを調べたところ、現在村内は、１店舗増えたのみで

スキー場も馬曲温泉も登録されていませんでした。実際検討や働きかけはされたのか。５年経っても

登録されてない理由があればお伺いしたいと思います。 

それから、鐘はたきに関しては冬季に関しては改善されたようですが、危険なのは冬だけではない

と思います。夜間に鐘はたきをするということで、それも危険も伴いますし、そもそも火の見に上が

ること自体怖いという団員もいます。当時、ぺージングを流したり、屋外放送で啓発をする、火の用

心の啓発をするようなことも提案させていただきましたけれども、それでは駄目なのでしょうか、お

伺いしたいと思います。 

それから、ポンプ操法大会出場への負担軽減ということで、より実践的なポンプ操法への見直しと

いう話がありましたが、具体的にどのようなことが変わったのか、練習の状況は変わっているのか、

その辺をお伺いしたいと思います。 

 

議長（萩原由一） 

丸山総務課長。 

（総務課長「丸山寛人」登壇） 

 

総務課長（丸山寛人） 

それでは、再質問の４点でよろしいかと思うのですが、お答えしたいと思います。 

まず、団員の家族の状況、いわゆる奥さんの状態等によって団員が活動を休めるかという検討結果

でございますが、これについては、あくまでも団員の判断もございますので、これらについて消防団

として休暇を設けるとか、そういったことには至ってないというふうに考えてございます。 

それから、村内施設の優遇関係でございます。 

当時の質問では、いわゆる操法大会選手とかっていう名目がありました。消防団全体の応援ショッ

プは先ほど議員の再質問にもございましたが、１店舗増えた状態になっております。ただ、村関連の

施設等もございますので、これらについては再度確認をして、実施できる施設があれば、それについ

ては消防団の方がご利用できるようにしたいというふうに考えております。ただ、村内の観光施設に

ついては、消防団という形が本当に良いのかどうかという観点もございますので、それらを含めて団

員をそういう形で優遇するのが良いのか、ほかの方法もあるのではないかというふうに考えますので、

継続として検討させていただきたいというふうに思います。 

また、鐘はたきについては、確かに登ることそのものが危険な部分もございます。しかしながら、

火災、いざという時には打鐘すると、最近、情報の方式が変わっておりますので、近火の打鐘をする

とか、そういったことも減ってきてはいますが、鐘はたき、そのものの警報的なもの、それから予防

的なもの、そういった効果も含めながら検討を継続していきたいというふうに思います。 

また、操法大会の実施要領等の変更の内容でございますが、これらについては従来のあったいわゆ

るパフォーマンス的な行動そのものが、操法から外されたという形になります。したがいまして、よ

り実践的っていう形で操法技術を習得いただくように、の内容になっております。 

なお、本年度はそれぞれの各部において練習日程を決めていただいている経過もございますが、そ

れぞれ操法大会を含めて消防団の負担軽減については今後も継続検討という形になりますし、消防団

の中での検討もお願いしてまいりたいというふうに思います。 

 

議長（萩原由一） 

 江田宏子 議員。 
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再々質問 

９番 江田宏子 議員 

再々質問をさせていただきます。 

まず、スキー場等の優遇措置についてですけれども、当時はせめて大会の出場選手にはっていうお

話をしましたけれども、当時の総務課長答弁の中には信州消防団応援ショップに登録することで、周

辺というか県内からの団員の利用も経済効果に繋がるので検討したいというお話がありましたので、

再度その点について検討していただければと思います。 

それから、産休育休制度ですけれども、企業でも制度があっても、男性がなかなか取得しづらい状

況もあります。まして、制度がなければ尚更です。子育て支援を掲げる村として、先進的な取組とす

れば話題にも上り、子育て世代の定住にも繋がる可能性があると思います。ぜひ取り組んでいただけ

ればと思いますが、見解をお伺いしたいと思います。 

それから、大会の練習についてですけれども、ポンプ操法大会だけでなく、ラッパ隊も上位入賞を

目指して、年間の練習日数が相当多いようで、大会出場自体が負担になっている団員もいるのではな

いかと思われます。先ほど、総務課長からもお話あったように昨年８月総務省消防庁から消防団員の

処遇等に関する検討会の最終報告書が公表されています。この中で、先ほど総務課長からも大会の操

法大会のあり方について、パフォーマンス的な動作を見直す方向でというお話がありましたけれども、

実際、市町村の大会についてもその状況を踏まえながら検討を行うべき、例えば、実際の災害に合わ

せた装備や内容の大会。出場隊を輪番制にすることによる毎年の訓練の負担軽減、順位を付けない発

表会形式で、過度な競技性を抑止するなどの手法が考えられるということも書かれてあります。 

また、日頃の消防活動についても、団員に過度な負担がかからないよう、真に必要な訓練を地域の

実情に応じ、創意工夫を図るべきとも記されています。大会の練習で自然と体が動くほど動きが身に

つくということや、チーム内での結束が強くなるという点では、大会によるメリットがあることも認

識しておりますけれども、中には大会の出場で自分が練習した番員の動きしかできないという団員も

いると聞きます。 

一番大事なのは、大会に出場すること、大会に勝つということではなく、火災や災害時など有事の

際に、自分自身の安全を確保しながら、誰もが迅速に動ける技術や知識を身につけることだと思いま

す。 

家庭や社会を取り巻く状況や若い世代の意識もかなり変化していると思いますし、近隣では、中野

市や山ノ内町でも実践訓練を重視する方向にシフトしております。全国的にも大会重視の練習からの

脱却を図っている消防団も増えてきている中、本村の消防団では、この消防庁から出された最終報告

書を踏まえ、今後の消防団活動のあり方に関する検討についてどのように検討していくお考えか、引

き続きということですけれども、本当に団員確保のためにも、それから、若者定住のためにも、緊急

的に検討していただきたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

議長（萩原由一） 

丸山総務課長。 

（総務課長「丸山寛人」登壇） 

 

総務課長（丸山寛人） 

それでは、江田議員からの再々質問についてお答えします。 

いわゆる消防団の優遇制度それから子育て世帯に対する消防団員の処遇等の検討、それから消防団

そのものの操法を含めた検討ということでご質問いただいたと思います。 

これらについても先ほども申し上げましたが、人口減少や社会情勢の変化、それから少子化そうい

ったものを含めて消防団全体の中で検討を継続していきたいというふうに思います。 
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しかしながら、消防団そのものの団員数の確保、そのものが有事の際の貴重な人材ともなりますの

で、それらを含めて総合的に検討をしていくことが重要かと考えておりますので、ご理解いただけれ

ばと思います。 

 

議長（萩原由一） 

 江田宏子 議員。 

 

２．カヤの平の活用と保護について 

９番 江田宏子 議員 

 それでは２項目目の質問に移らせていただきます。 

カヤの平の活用と保護について村長に伺います。 

 カヤの平は非常に価値のある場所であり、大切に守っていかなければならない木島平の宝です。 

コロナ禍になって以降、キャンプをはじめ、アウトドアの活動がより注目されているため、カヤの

平にも、今シーズンも多くの人たちが訪れることが見込まれます。 

ただ、訪れる方たちは、自然を愛する方たちだけではない可能性も高いと思われます。新型コロナ

が落ち着き、観光バスで訪れる団体やインバウンドの旅行者が戻ってくれば、尚更です。これまでも、

トイレのためだけに立ち寄る車もありました。特に観光バスは通過点として、トイレ休憩の場所にな

っています。例え自然が好きな人たちであったとしても、車や人が多く訪れるだけで、自然が荒れて

いきます。 

現在、入山料は、キャンプ場や炊事場等を利用する人からしか徴収していません。自然保護協力金

の募金箱も案内所の外に置いてはありますが、ほとんどの人は素通りだと思います。今、竹の子シー

ズンですが、道路沿いに 100台近くの車が停まっていることもあるそうです。紅葉シーズンも大型バ

スが多く行き来しています。村外に宿泊している写真家のツアーなども多く訪れているようです。し

かし、どれも村にお金は落ちません。 

カヤの平を貴重な自然が残る大切な場所としてアピールするためにも、そして、自然保護や施設の

維持のためにも、協力金などの徴収を早急に検討すべきだと考えますが、いかがでしょうか。見解を

お伺いします。 

また、森林セラピー基地として、登録している組織に毎年 10万円納めています。以前から予算や決

算の委員会等で何度も登録費用を納めているなら、その分活用を、と指摘してきましたが、どのよう

に考えているかお伺いします。 

 

議長（萩原由一） 

日䑓村長。 

（村長「日䑓正博」登壇） 

 

村長（日䑓正博） 

それでは、カヤの平の活用と保護についてというご質問であります。 

カヤの平高原は観光資源であると同時に貴重な自然資源と考えています。 

 ご質問の具体的な答弁については、担当課長に答弁させます。 

 

議長（萩原由一） 

湯本産業課長。 

（産業課長「湯本寿男」登壇） 

 

産業課長（湯本寿男） 
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それでは、江田議員のご質問にお答えをいたします。 

カヤの平高原については、上信越高原国立公園志賀高原地区に位置する公園で、ブナの原生林や水

源地もある動植物の宝庫であり、議員ご指摘のとおり、貴重な自然を守り次世代に繋いでいくことは、

私たちの使命であると感じております。 

カヤの平高原は、国有林地を借入れ、公設のロッジ、キャンプ場として最小限の活用しております

が、遊歩道の整備や看板の設置、トイレの維持管理など施設にも経常的経費が掛かっているのが実情

です。 

水芭蕉で有名な尾瀬国立公園では、トイレの利用者からチップをもらって維持費に充てるという取

組をされているようですが、回収率が３割と大変低く、管理する財団もチップの回収に苦慮している

ようです。 

また、長野県のある自治体でも施設の利用協力金を任意でお願いしていた経緯がありますが、年々

協力してくれる人が減っているといった状況もあるようです。 

議員ご指摘のとおり、貴重な資源が残る国立公園などのエリアでは、自然保護や施設の持続性の観

点から、利用者への協力依頼としての料金を求めることは非常に重要だと感じております。 

どういった回収の名目にしたらいいのか、どういった訴え方がいいのか研究しながら行う地道な取

組となると感じております。とりあえず、進めることが重要として考えております。 

次に、森林セラピー基地の活用はとのことでございます。 

森林セラピー基地については、2005年に林野庁が打ち出した森林セラピー基地構想が元になり、森

を楽しみながら心と身体の健康維持・増進、病気の予防を行うことを目的として始まった取組です。 

 全国では現在、65 カ所の森林セラピー基地、森林セラピーロードが認定され、長野県では 10 カ所

認定されています。 

カヤの平高原では、森林セラピーロードとして、ブナ林の中を歩く遊歩道８コースが認定されてい

ます。 

 現在、基地として認定を受けておりますが、具体的な事業として展開はしておりません。基地とし

ての登録による情報ＰＲを長野県をはじめ、組織のホームページなどで紹介をされております。 

活動としては、資格を持ったガイドが不在で積極的な事業展開に至っておりませんが、信越９市町

村広域連携会議の範囲で登録市町村も多く、飯山市、信濃町、山ノ内町の取組も参考にしながら検討

を引き続き行っていきたいと考えております。 

 

議長（萩原由一） 

 江田宏子 議員。 

 

再質問 

９番 江田宏子 議員 

それでは、再質問させていただきます。 

引き続きその協力金等をどのような方法がいいか検討するということですけれども、これからコロ

ナが明けた後、アフターコロナの来訪者の多さを想定すると、一刻も早く協力金の導入を実施すべき

だと考えます。検討期限を決め、次年度には実施できるぐらい真剣に検討を進めるべきだと考えます

がいかがでしょうか。 

地元の人は別としても、来訪者への入山のハードルを上げ、本当に自然が好きな人だけに訪れてい

ただくくらいの特別な場所としての位置づけにも繋がると思います。例えば、せめて観光バスの駐車

料金や、施設利用料、今トイレの利用料をチップ制で取っているという所もあるというお話でしたけ

れども、そのような施設利用料の設定等は、早急に実現可能ではないかと思いますが、いかがでしょ

うか。 

あと、例えば駐車している車に、入山許可証のようなものを提示する。そのためには役場や観光交
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流センターやファームス等の案内所で手続をしていただいてから来る。許可証のない車、提示されて

ない車には案内所で徴収する、そのようなことも可能ではないかと思いますけれども、ご検討いただ

ければと思います。 

それから、森林セラピー基地の認定登録についてですけれども、これについてもう周知されて、そ

の周知を見て、ウェブサイトを見てこられる方もいるとは思いますけれども、実際、森林セラピー基

地の登録というのは本当に必要でしょうか、登録継続が必要かどうか、どう思われるかお考えを伺い

たいと思います。 

 

議長（萩原由一） 

湯本産業課長。 

（産業課長「湯本寿男」登壇） 

 

産業課長（湯本寿男） 

それでは、２点の再質問についてお答えをいたします。 

早期に協力金等の徴収の実施をというお話でございます。 

先ほど申し上げませんでしたけれども、ここちょっと数年間試験的にトイレの利用料金ということ

で協力金をいただいてきております。その活用の方法ですとか、表示の方法に若干の問題があるかも

しれませんけれども、ちょっと利用状況というのは非常に低い状況になっております。 

ご提案の駐車場という話もございます。カヤの平高原については国有林地を借りて事業をしており

ますので、許可のない事業で料金を取るっていうのはちょっと難しいものですから、村で許可を得て

いる施設で料金を徴収する、協力をお願いするといった方法が手っ取り早いというか、今可能な方法

だと思っておりますので、まずはそのトイレを中心にして料金をお願いするといった方向で、今年度

以降、また改めてその表示方法ですとか、訴え方については研究していきたいと思っております。 

それともう１点、森林セラピー基地の件でございます。 

今現実、県ですとか、団体のウェブページで紹介をされている、ＰＲで活用されているということ

で 10 万円の効果ということで考えておりますけれども、近隣で森林セラピー基地として登録してい

る市町村も多いことから、やはり広域連携の観点から、足並みを揃えて同じような取組が木島平でも

できるのかどうか、もしできなければ登録から外すということも十分検討していきたいと思っており

ますので、しばらく、ちょっと広域の連携の観点からも検討をしていきたいと思っております。 

 

議長（萩原由一） 

 江田宏子 議員。 

 

３．子育て家庭への支援策について 

９番 江田宏子 議員 

それでは、３項目目に移らせていただきます。 

子育て家庭への支援策について村長に伺います。 

今年度、小学校入学祝金で 10万円を贈る事業が新たに始まりましたが、中学生、高校生になるほど

お金がかかります。 

例えば中学校では入学に際し、現在、制服、運動着、上履き等々、1 セットずつ購入しても９万円

近くなります。 

また、中学校では、給食費や旅行費の積立てなども増額となります。 

小学校の入学祝金は、親としてはありがたいと思いますが、第三者的な視点では、どちらかという

と、中学校の入学時や、卒業時、つまり高校入学時にこそ、支援策、または、負担軽減策が必要なの

ではないかと思いますが、いかがでしょうか。 
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村長の見解と、具体的な考え、構想について、伺います。 

 

議長（萩原由一） 

日䑓村長。 

（村長「日䑓正博」登壇） 

 

村長（日䑓正博） 

それでは、子育て支援についてのご質問でありますが、村では少子化対策、それから子育て支援策

の一つとして、今年度新たに小学校入学祝金で 10万円、第３子以降のお子さんが生れた世帯に多子出

産祝金 20万円を支給する取組を始めております。 

中学校入学時や卒業時にこそ支援が必要ではないかというご意見でありますが、進学するほど経済

的負担が掛かることは十分承知をしており、新規事業検討の際にも課題として捉えたところでありま

す。 

その中で、まずは保育園から小学校へと義務教育として一歩踏み出す時にお祝いしたいという意味

を込め、小学校入学祝金を支給することとしたものであります。 

次代を担う子どもたちの健やかな成長を支え、経済的負担の軽減を図るため子育て世帯への支援策

の充実や、子育てしやすい環境づくりの施策の展開に向けて、今後の庁内プロジェクトチームで検討

していきたいと考えております。ただ、人は生まれてから亡くなるまで、様々な費用が掛かります。

特に人生の節目にはその負担が大きくなります。それらすべてに対して支援することは理想でありま

すが、財政面など様々な課題があるということはご理解いただきたいと思います。 

 

議長（萩原由一） 

 江田宏子 議員。 

 

再質問 

９番 江田宏子 議員 

それでは再質問させていただきます。 

今、庁内プロジェクトチームで検討というお話がありました。昨日もそのようなお話、答弁があっ

たと思うんですけれども、これについては、子育て環境作りに特化して検討するプロジェクトなのか

どうかお聞きしたいと思います。昨日の答弁の中で、これからのスケジュールとして、今、構成メン

バーを選定したところですというお話でしたけれども、構成メンバーについてどのような視点で、選

ばれたのか、もし可能であれば、伺いたいと思います。 

それから、中学校への支援、色んな世代で支援が必要だから、財源にも限りがあるのでということ

だと思いますけれども、補助することばかりが支援ではないと思います。中学校は義務教育でありな

がら、入学のための服装だけで９万円も掛かるというのは、子育て世代には大きな負担です。その中

で大きいのが制服代です。成長期でもあり、途中で買い替えが必要な場合もあります。そこで支援策

の一案というか、お金を補助するということではなく、制服の見直しということは考えられないかと

いうことです。 

そもそも中学は制服として統一しなければいけないのでしょうか。例えばシャツとスラックス、ま

たはスカートの色を指定し、それを基準服としている学校もあります。それであれば、家庭で頻繁に

洗えるというメリットもあります。当たり前を見直す発想の転換も必要ではないでしょうか。以前、

制服の見直しについて質問した際、その時はジェンダーレス制服にというお話をさせていただきまし

たけれども、その時の教育長は答弁では ジェンダーレス制服への見直しを公約にした生徒が生徒会

長になったので、生徒会での検討を見守りたいという答弁がありました。 

現在、生徒会で検討しているかどうか判りませんけれども、もしそのような方向で検討するとすれ
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ば、村としてこのような基準服等でも良いという考えも生徒会に伝え、できるだけ家庭の負担を抑え

られるような検討を促していくことは可能ではないかと思いますが、見解をお伺いします。 

 

議長（萩原由一） 

小林教育長。 

（教育長「小林 弘」登壇） 

 

教育長（小林 弘） 

ただいまの質問の再質問であります。 

制服についてでありますが、中学校では既に制服の検討委員会というようなメンバーを決めまして、

まだ第１回の検討委員会に入ってはおりませんが、新たな制服について検討を始めようというように

着手をしております。 

それから平常についての平常服ですね、そちらでもいいのではないかというようなことが今、提案

がありましたが、そのことについては今のところ制服を変更していくというところに焦点を当ててお

りますので、そこのところのお答えはできません。 

以上です。 

 

議長（萩原由一） 

島﨑子育て支援課長。 

（子育て支援課長「島﨑かおり」登壇） 

 

子育て支援課長（島﨑かおり） 

それでは、江田委員からご質問のありました２点について答弁をさせていただきます。 

まず最初の、庁内プロジェクト、子育て環境に特化したものかという、再質問でございました。 

子育て環境、それから少子化対策、それを対策する上で、また移住定住に繋がるような、そんなプ

ロジェクトチームの目的にしております。 

庁内プロジェクトのメンバーでありますけれども、各課から職員１人ずつ、選定をさせていただき

まして、主に若手職員、子育て中の職員、ということでメンバーに人選をしております。 

それから、あと、子育て世代包括支援センターの利用者支援事業に関わるスタッフ１人、会計年度

任用職員になりますが、１人スタッフとして、人選をさせていただいております。 

以上です。 

 

議長（萩原由一） 

 江田宏子 議員。 

 

再々質問 

９番 江田宏子 議員 

再々質問を教育長にさせていただきたいと思いますけれども、生徒会を中心にして制服の検討が始

まったということは、とてもいいことだと思っています。で、私が申し上げましたのは、そもそも制

服が必要なのか、制服を統一しなければいけないのかということを申し上げました。村としてそれを

認められるのかどうかということだと思います。生徒会でのその制服の見直しの検討というのは、生

徒からすれば制服ありきの中での検討だと思います。それで、そもそもジェンダーレス制服にという

ことでジェンダーレス対策のための検討だと思いますので、制服が統一されなくてもいいということ

であればまた考え方も違ってくるのではないかと思われます。 

実際にジェンダーレス制服になったがために、今の制服よりも金額が高くなることも考えられます。



10 

 

そのような経済的な家庭の負担についても、生徒の考慮する中に、含めてもらうよう村側から促すと

いうか、お願いするようなことはできないのか、伺いたいと思います。 

 

議長（萩原由一） 

小林教育長。 

（教育長「小林 弘」登壇） 

 

教育長（小林 弘） 

ただいまの再々質問についてお答えをいたします。 

生徒の方からジェンダーレス制服についての検討をして欲しいということで、当初の中学生議会か

ら質問がありまして、今中学校そしてまたＰＴＡ、また小学校のＰＴＡの人を含むそういう中で検討

をしたいということで着手したということでお話をいたしましたが、義務教育中学校の中で制服を着

て登校しなければならないというような、そういう決めはありません。全国を見れば制服のないとい

うような中学校もあるかというふうに思いますが、いずれにしても、これからの検討委員の中で色々

そういうようなことも含めて意見が出てくることもあるかもしれません。 

また、新しい制服になった場合、現在の制服よりも、やはり多少値が張るということは、これは聞

いてはおりますが、また保護者への負担が掛かるということも少しちょっと考えていかなければなら

ない。しかしいずれにしても動き出すと、いうことであります。 

 

議長（萩原由一） 

 江田宏子 議員。 

 

４．子どもたちの健康を守るために 

９番 江田宏子 議員 

それでは、最後の質問に移らせていただきます。 

子どもたちの健康を守るためにということで、教育長にお伺いします。 

子どもたちの健康を守ることは、子どもたちに関わる大人の責務であり、健康状態の把握や、その

環境づくり・対策が必要です。 

そこで、次の４つの観点について、お伺いします。 

１つ目、子どもたちの視力調査の状況、例えば視力 1.0以下の子どもの割合など、調査結果があれ

ば、その状況と考察を伺います。 

２点目、スマホ依存の状況。子どもたちの利用時間、スマホ依存の症状各種の有無、視力低下との

関連などの調査と、村としての対策について伺います。 

３点目、子どもたちの身体機能や、必要と思われる生活技術。生活技術という言い方が適切なのか

どうかわかりませんが、例えば、箸の持ち方、蝶々結びできるかどうか、雑巾絞りができるかどうか

、卵が割れるか、和式トイレが使えるかなど、できているかどうか、村の子どもたちの現状把握のた

めに、村独自メニューでの調査等をしてはいかがでしょうか。お考えを伺います。 

４点目、昨日も土屋議員から、農業の観点から農水省の進めるオーガニックヴィレッジ構想という

ことで有機給食の推進について触れられました。私からは有機給食の推進について教育的な観点での 

見解を伺います。 

 

議長（萩原由一） 

小林教育長。 

（教育長「小林 弘」登壇） 
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教育長（小林 弘） 

江田議員のご質問にお答えをいたします。 

まず最初に、視力調査の状況についてお答えいたします。毎年、中野市・下高井郡の中高学校保健

会養護教諭部会では、学校別ではありませんが小・中学校保健統計調査結果としてまとめた資料を発

行しております。裸眼視力、0.7未満 0.3以上、小学校は男女共に 10％前後、中学校は 13％～14％、

視力矯正者、小学校男女共に 2～3％、中学校は 12％前後という結果が出ております。 

中学生になりますと視力矯正者が顕著に増加していることが分かります。考察はしてありませんが

、スマホ依存の質問にも関連しますが、小・中学生共にスマートフォンの普及やオンラインゲームの

影響、また今後、教育現場の情報通信技術の活用が進む中、近視の増加など、子どもたちの眼の健康

への懸念が高まってくると考えます。 

つぎに、スマホ依存の状況及び対策についての質問にお答えをいたします。 

小学校では、３年前になりますが、ゲーム依存の実態把握のために１週間のゲーム日数及び１日の

ゲーム時間などの電子メディア利用アンケートを実施いたしました。その実態に即して子どもたちへ

の指導や保護者への啓発活動をお願いしたところであります。 

また、関連して児童生徒向け、保護者向けに県警のスクール・サポーター及びスクールカウンセラ

ーによる使用時間、スマホ依存の例、スマホの危険な影等々を内容としたメディア講演会を毎年実施

しております。しかし、このスマホ使用、デジタル機器との付き合い方には、学校教育だけではなく

、子どもたち自身の自覚と保護者の指導、協力が欠かせないのは言うまでもありません。 

つぎに、子どもたちの身体機能や箸の持ち方等々、現状把握のための村独自の調査をしたらどうか

の質問にお答えをします。 

身体機能の調査は、学年限定ではありますが、小学校、中学校で体力向上プランという名目の全国

調査を毎年実施しております。児童生徒の運動量、敏捷性、柔軟性等々詳細の数値は把握しており、

それぞれの学校でも結果を考察し指導に活かしております。 

学校現場では、子どもたちの鉛筆の持ち方が気になる訳でありますが、木島平小学校では、１年生

全員が正しい鉛筆の持ち方補助具を使っております。このことが、ひいては正しい箸の持ち方にも繋

がっていくことを期待しているところであります。 

雑巾しぼりについてでありますが、新入生、小学校１年生でありますが、新入生はしっかりもむこ

とができているようであります。それというのも、おひさま保育園ではアプローチカリキュラムとし

て、みどり組では雑巾を使って、自分の身の周りの雑巾がけをし、そして、その後小学校に入ってく

るという経過があるわけであります。 

今、述べましたようにある程度、子どもたちの実態把握ができていますので、生卵を割ることがで

きるかどうか、和式トイレを使うことができるかどうか等々の調査を提案されていますが、現在村と

してはその調査は考えておりません。 

最後の質問となります、有機給食の推進についてお答えします。 

学校給食の提供では、食の安全、これは基本中の基本であり、今でも食の安全には最大限配慮し提

供をおこなってきております。 

さて、最近では学校給食に有機米や有機野菜を使う、いわゆる有機学校給食に対する関心が高まっ

ていることは承知しております。しかし、一言で有機といいますが、無農薬、化学肥料を使わない栽

培イコール有機栽培ではなく、有機そのものの基準は大変厳しいということを聞いております。 

有機給食を推進していった場合、給食の献立に必要な有機食材の確保量、納期、給食の食材予算と

有機野菜等の流通価格等々においての課題が出てくると思います。 

有機給食は理想的ではありますが、今後、有機学校給食の可能性と課題の議論が必要となってくる

と考えております。 

 

議長（萩原由一） 
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 江田宏子 議員。 

 

再質問 

９番 江田宏子 議員 

それでは、再質問をさせていただきます。 

まず、スマホやオンラインゲーム等による身体への悪影響の周知状況についてお伺いします。 

スマホやオンラインゲーム等の長時間使用は、少なからず、目、脳、身体に悪影響を及ぼすという

ことが言われています。実際、子どもの視力低下、内斜視の増加は全国的にも問題となっています。

また、首の骨の変形、ストレートネックも増加しており、ひどくなると、身体全体の不調を招くこと

に繋がります。 

スマホ依存・スマホ脳という言葉も知られているように、脳にも影響を及ぼし、記憶力や集中力、

意欲なども低下すると言われています。子どもが小さいほど、その影響を受けやすく、アップルの創

業者 スティーブジョブズを筆頭にＩＴ業界のトップは我が子にスマホを与えないという話もありま

す。  

このような症状を予防するのは、保護者また大人の責務だと思います。このようなリスクを認識し

ているかどうかで、家庭でのスマホやゲームの与え方が変わってくると思います。 

教育長の答弁の中にも何度かそういう講演会をしているというお話がありましたけれども、繰り返

しの周知が必要だと思います。このようなリスクの周知については、保育園児の保護者、また、入園

前の保護者にもしているかどうか。しているとすれば、どのような場でしているか、お伺いしたいと

思います。 

それから、子どもの身体機能や必要な生活技術の調査・現状把握についてということで、現状把握

ができているし、お箸の持ち方や、雑巾絞りなどはしっかり対応しているのでというお話でした。と

ても有難いことだと思います。親としても自分の子供ができないことを把握するというのも大事なこ

とだと思います。今の子供たち、蝶々結びができない、缶切りが使えない、卵をうまく割れない、和

式トイレが使えない、体の機能としてはしゃがめない、でんぐり返しができない、片足ケンケンが続

かないなど、手先の技術や身体機能が弱くなっている子供も増えているのではないでしょうか。 

社会に出て困らないようにする生活技術や、怪我をしないための身体機能などを身につけさせるの

も大人の責任です。ぜひ木島平で育つ全員の子供たちに習得させて社会に送り出したいところです。 

調査はされないということですけれども、例えば、村独自で子供に習得させたい事リストなどを作

り、各家庭でそれが自分の子供ができているかどうかのチェックをできるような取組はできないか。

それによって保護者へのその啓発にもなると思いますがいかがでしょうか。 

それから有機給食の推進についてなんですけれども、なかなかその有機食材の確保が難しいという

のも、わかるところです。全国で初めて給食の米を全量有機米にした千葉県いすみ市をはじめ県内で

は松川町、池田町などでも取り組み、全国では少なくとも 60近い自治体が地元の有機食材を積極的に

取り入れる準備を進めたり、取組が広がってきているところです。 

有機給食に取り組んでいることをアピールすることで、有機農業を目指す新規就農者を呼び込んだ

り、子育て世代の移住者を増やしたりしているところもあります。 

環境負荷を抑えることから、ＳＤＧｓの取組として、環境教育や食育にも繋がります。 

昨日の土屋議員からの質問にもあったように、農水省では昨年度、みどりの食料システム戦略の一

環として、オーガニックビレッジ構想を掲げ、環境負荷の軽減や生態系保全、資源循環、地産地消な

ど有機本来のメリットを伝える環境教育ビジョンを位置づけています。実際、有機給食に取り組んで

いるという自治体でも、100％を有機食材で賄っているところはほとんどありません。米だけとか、野

菜数品目などできるものから取り組んでいるところがほとんどで、それでも有機給食をうたっていま

す。 

昨日、土屋議員からの提案でも述べられましたが、オーガニックビレッジ構想では、学校給食への
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有機食材の提供に対しても、補助対象になっていますので、産業課との連携で取組を検討できないか、

手始めに、例えば月１回、有機給食の日などを設定し、食を考える機会として食育に位置づけ、取り

組んではどうかと思いますが教育長の見解をお伺いします。 

 

議長（萩原由一） 

小林教育長。 

（教育長「小林 弘」登壇） 

 

教育長（小林 弘） 

それでは、再々質問の３点についてお答えをいたします。 

最初のスマホの関係のことでありますが、家庭教育だけではなく保育園等の入園前の保護者教育と

いうようなお話もありました。やはりこれは学校教育では当然ながら毎年講演会や啓発活動をしてい

るわけでありますが、保育園の入園する前の保護者向けの講演会、また、お便りとかいうことは当然

必要なわけであります。しかし、これだけではなかなか親の意識を変えるということは非常に難しい

わけで、親のスマホ、親御さんも若いときからスマホにずっと浸りきりであるわけでありますので、

その辺のところも、また今後共に考えていかなければいけない、これは木島平だけではなく日本全国

の課題ではあるかなというふうに考えております。 

それから２番目の身体機能の把握、または社会生活、社会に出て生活に困らないようにというよう

なことで、木島平独自のこの習得させたい技術的なものっていうかですね、そういう項目を挙げて、

調査をしたらどうかというご提案であります。 

先ほど私申し上げましたように生卵、これは技術としてシェフが片手で芸術的に割るというような

ね、そういうことはできなくても食べたいということであれば、子供はやはりどうしても、食べたい

ように自分で割る、茶碗の角またはテーブルの上とかね、そういうようにできることであります。こ

れはあの生活力、またはやはり生きていく力ということで、親御さんが教育しなくても、または学校

教育しなくても自然にできてくるところかなというふうにも思いますが、親御さんは既に日常の生活

の中で、やはり自分の子供に対するそういうようなものを見ていくということが大事かなというふう

に思います。 

また、和式トイレの話も出ましたが、和式トイレはいざとなれば、和式であろうが何であろうが、

やはり生理機能の排出をしなければならないというようなこともあります。 

そんなことで、これからは新しい学習指導要領も出ました。自分の課題、そしてまたしっかりと課

題、課題という言い方おかしいわけでありますが、自ら解決していく、そういう生きていく力が必要

ではないかなというふうに思っております。 

今のところ習得させたい等につきましては、ちょっと難しいかなと、校長とも話をいたしましたこ

とがありますが、一つお話をお聞きしておくということで答弁とさせていただきます。 

最後の有機給食でありますが、先ほども理想ではあります。有機学校給食の可能性と課題の議論を

必要として、なってくると思いますというふうにお答えをいたしました。全く否定しているわけでは

ありません。やはり可能性として、どの食材ができることとしてなるか。または、１週間に１回とか

、または、ひと月に２回とかですね、そういうことも含めまして、有機学校給食をやっているところ

でも毎日が有機食材を使っているわけじゃなくて、１週間に２回とかね、３回とか曜日決めてやって

いるという学校もあるようでありますので、そんなことの可能性と課題については、また献立委員会

もありますので、そのところで話題になっていく、またしていくように、またお話をしていきたいと

いうふうに思っております。 

 

 

議長（萩原由一） 
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 江田宏子 議員。 

 

再々質問 

９番 江田宏子 議員 

再々質問させていただきます。 

入園前の親へのスマホや、オンラインゲームのリスクに関するお話ということなんですけれども、

実際その初めての子供を持った親というのは、とても吸収力がいいというか、子供にこれからどうい

うふうに接していけばいいのかっていうところでは、情報をすごく取り入れる吸収力があると思いま

す。 

実際に、もうスマホ世代の親になっていますので、当たり前、スマホが当たり前にある生活の中で、

親自身もその子供と接するときのスマホの扱いについては考えなくてはいけないと思います。今、子

供を泣き止ませるためにスマホを見せるとかそういう親もいるようなので、木島平の子育てとしては、

できるだけ子供、スマホから子供を守るというそういうような村としての姿勢も必要だと思いますの

で、例えば初めての子供を持つ親に対するそのパパママ教室というのがあると思いますけれども、そ

のような中でも、ぜひスマホのリスク、親のスマホの扱いについても含め、子供への影響を知らせる

機会を持っていただければと思いますがいかがでしょうか？ 

それから、子供に習得させたいことについてですけれども、もちろん教育長のおっしゃることも  

もっともなことだとは思います。で、実際にただ家庭の中で親が子供にいかにそれをやらせてみるか、

体験させてみるかっていうことの目安にも繋がると思いますので、私は調査をしてくれと言っている

わけではなくて、せめてそのリスト、木島平の子供たちにはこういうことができるようになって欲し

いというリストがあると、親もうちの子はこれができているかなっていう、できていなければそこを

ちょっとやらせてみようかなっていう親への啓発にも繋がると思いますので、そういうことはできな

いかということで再度お聞きしたいと思います。 

 

議長（萩原由一） 

小林教育長。 

（教育長「小林 弘」登壇） 

 

教育長（小林 弘） 

再々質問の２点についてお答えをいたします。 

初めて子供を持つ親御さんへのスマホのリスク等々について、やはり子供を守るということの周知

というかですね、その辺のことについてお話がありましたが、このことにつきましては、例えば保育

園の園長の話とか、または、園便りですかそういうようなことで話をする、知らせるというようなこ

とも、今やっていなければやっていかなければならないというように考えております。 

それから子供に習得させたいことということでありますが、やはりこれはプリント等ということで

はなくして、やはり一番は小学校であれば校長講話、これが非常に有力な手段ではないかなというふ

うに思います。 

校長の話の中にちょっとそういうようなものを入れてもらうというように、依頼をしてやっていく

ということも一つの方法かなというふうに考えております。 

 

議長（萩原由一） 

以上で、江田宏子 議員の質問を終わりにします。 

（終了 午前 １１時 ５０分） 

 

議長（萩原由一） 
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ここで暫時休憩といたします。 

 再開は午後１時 00分でお願いします。 

（休憩 午前 １１時 ５１分） 

 


